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総合学科の創造性 地域の力に 

令和７年９月２日 

秋田県立西目高等学校 

「同好会」から「部」に昇格して２年目となりま

した。今年度は、菅原大雅先生が監督に就き、

「公式戦１勝」を目標としてチーム一丸となって

頑張っています。昨年５回だった練習試合も、９

月までで既に１４回行っています。今回は、頑

張っているバスケ部の「今」と「これまでの歩

み」を紹介する特集です。 

 バスケットボール部特集 

※ ここで使用した写真は全て遠藤さおり様にご提供いただきました。 

Ｎｏ．４ 三浦朔夜 

３年生 

Ｎｏ．５ 志村一咲 

Ｎｏ．６ 鈴木優来 Ｎｏ．７ 斉藤朱音 Ｎｏ．８ 鈴木美優 Ｎｏ．９ 佐々木菜奈 

Ｎｏ．１２ 佐藤希美 

マネ 田中風羽 

Ｎｏ．１３ 山本心優 Ｎｏ．１６ 高橋琉花 Ｎｏ．１４ 石川あかり Ｎｏ．１５ 遠藤海愛 

マネ 飯尾明音 

①選手の特徴を覚えて声かけをする 

②声を出す 

①１勝できるようにチームをサポート 

②ボール拾いとパス出し 

①１試合で２０点をる 

②スリーポイントシュート 

①率先して声を出す 

②スリーポイントシュート 

①ルーズボールを全部取りに行く 

②スリーポイントシュート 

①周りに声かけをしながらプレーする 

②リバウンド 

①ディフェンスで相手を身体でとめる 

②ミドルシュート 

①状況を判断して的確な指示を出す 

②ディフェンスでプレッシャーをかける 

①押し負けない体幹の力をつける 

②リバウンドをとる 

①積極的にを狙い１試合２０点とる 

②ドライブ 

①一つ一つのプレーを大事にする 

②ディフェンスでプレッシャーをかける 

①シュートを丁寧にうつ 

②ゴール下 

①声とパスで流れをもってくる 

②パス 

①目標・頑張りたいこと 

②得意なプレー 

２年生 

１年生 

同好会から部へ昇格して約１年半が経ちました。部として活動が始まってからは、より一層

責任をもって日々の練習や試合、公式戦に取り組んでいます。私たち３年生は１０月に行わ

れるウィンターカップ予選で引退しますが、１・２年生にはバスケができる環境と、関わっ

てくださる方々への感謝の気持ちを忘れずに頑張って欲しいです。 

４月から監督を務めています。女子への指導をしたことがなく、はじめは戸惑いましたが、

選手としての経験を元に、練習メニューをいろいろと考えながら頑張っています。監督就任

当初に比べ、みんなが「バスケットボール」に対して、より真摯に向き合ってきてくれてい

ると感じています。練習試合では、勝つことも増えました。部員たちの「勝ちたい」という

気持ちを大切にし、公式戦で勝利させてあげたいと強く思っています。引き続き、女子バス

ケットボール部への応援をよろしくお願いします。 

監督 菅原大雅 

前主将 三浦朔夜 

１・２年生の選手は８名で、チーム内で試合形式の練習ができないため、練習試合をたくさ

ん行っています。試合をすることでチームの課題が分かるので、それをクリアする練習にも

身が入っています。キャプテンとしてチームの雰囲気を上げられるように声かけをしたり、

自分の技術を高めるよう努力したりしつつ、チームの勝利へ向かう意識をまとめ、「公式戦

１勝」という目標を全員で達成できるように頑張っていきたいです。 

主将 斉藤朱音 



２０２２年１月２０日 

ＡＢＳ秋田放送「news every.」 

『かつて“自然消滅” 西目高校バスケ同好会が復活』 

 

２０２３年６月１２日 

ＡＢＳ秋田放送「news every.」 

『立ち上げた３年生最後の大会 西目バスケ同好会の高

校総体』 

 

２０２４年５月３０日 

ＡＢＳ秋田放送「news every.」 

『いざ初陣！同好会から部へ昇格 「西目高校 女子バス

ケ部」プレーを楽しんで大舞台に挑む』 

 

２０２４年９月３０日 

ＡＢＳ秋田放送「news every.」 

『"昇格"後初勝利へ心強いプレゼント 西目高校女子バ

スケ部に初勝利と活躍を願う横断幕』 
 

２０２４年１０月１５日 秋田魁新報 

『「一点突破」志継ぐ応援幕贈呈 新設・西目高女子バス

ケ部』 

 

２０２５年２月１８日 

 チムチア ＃１６０ 

【２０２２年 新志芽通信５月号 より】 

【２０２４年 新志芽通信No.１５ より】 

【２０２１年 新志芽通信５月号 より】 【２０２４年 新志芽通信No.4 より】 

※ 同好会が発足して１年後、初めての公式戦出場 

メディアで紹介されました 


